
毎
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こ
ん
で

く
だ
さ
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き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
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人
の
新
一
年
生
が
 

歩
き
へ
の
第
一
歩
で
す
。
 

た
こ
と
も
無
い
こ
と
に
出
合
っ
 

へ
ん
。
 

で
、
家
庭
は
、
増
々
「
安
心
の
 

想
お
で
す
ね
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” ー ー ー’” 前月比 
男 	23, 492 	(-216) 

世帯数 16 .373 
(3月31日現在 住民基本台帳） 
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は
じ
め
て

つ
く
え

毎
月
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
江
ち
ま
す

一
年
生
が

一
歩
で
す
。

も
無
い
こ
と
に
出
合
つ

品。望事 No.757 

人口と世帯
前月比

男 23 .492 (ー 21 6) 
女 26 ，194 (-229) 
計 49 ， 686 (-445) 
世帯数 16 . 3 7 3 (- 8 1) 

( 3月31円現在住民基本台帳)
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誘
致
企
業
第
十
四
号
 

協
伸
工
業
株
式
会
社
 

当
社
は
、
本
社
が
東
京
都
港

区
に
あ
り
、
資
本
金
は
二
億
五

千
七
百
六
十
万
円
、
従
業
員
数

五
百
四
十
名
、
年
間
売
上
高
は
 
 

約
百
一
」十
億
円
の
会
社
で
あ
り

ま
し
て
、
今
年
で
創
業
一
一十
六

周
年
に
な
り
ま
す
。
 

事
業
部
制
を
敷
い
て
お
り
、
 
 

一
「
は
、
電
気
回
路
の
接
続
に

使
う
部
品
の
タ
ブ
端
子
や
マ
グ

ネ
ッ
ト
・
コ
イ
ル
と
い
う
自
動

車
向
け
の
電
気
部
品
を
製
造
す
 

電
『
 

一
．
 二
 

「
 

!
 

我
が
愛
す
る
五
所
川
原
市
の

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
 

私
は
市
内
吹
畑
出
身
で
現
在
、
 

協
伸
工
業
囲
川
越
工
場

（
埼
玉

県
の
中
央
部
、
本
社
は
東
京
都

港
区
）
に
勤
務
して
お
り
ま
す
。
 

こ
こ
で
我
が
社
の
事
を
少
し
だ

け
お
話
し
致
し
ま
す
。
 

協
伸
工
業
は
、
誘
致
企
業
と

し
て
平
成
四
年
十
月
に
五
所
川

原
市
漆
川
工
業
団
地
に
工
場
が

完
成
す
る
会
社
で
す
。
 

私
は
学
生
も
あ
と
一
年
程
で

終
わ
ろ
う
と
い
う
頃
、
卒
業
し
 
 

る
部
品
特
機
事
業
部
で
あ
り
ま

す
。
 

二
つ
目
は
、電
気
回
路
の
電

線
を
結
東
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
ハ

ー
 

ネ
ス
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
ワ

イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
事
業
部
で
あ

り
ま
す
。
 

三
つ
目
は
、プ
リ
ン
ト
基
板

の
部
品
の
取
付
け
、
ハ
ン
ダ
付

け
等
の
一
連
の
組
立
加
工
を
行

う
プ
リ
ン
ト
基
板
事
業
部
で
あ
 

た
ら
絶
対
に
地
元
（
帰
っ
て
働

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
世
間
は
そ
ん
な
に
甘
く
は

な
く
、
結
局
都
内
の
某
メ
ー
カ
 

ー
で
四
年
近
く
過
ご
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
知
人
や

友
人
か
ら
就
職
に
関
し
て
の
情

報
収
集
は
常
に
し
て
は
い
た
も

の
の
、
な
か
な
か
見
つ
か
らず
、
 

こ
の
ま
ま
永
遠
に
五
所
川
原
（
 

は
帰
れ
な
い
の
で
はな
い
か
と

あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

き
っ
と
こ
う
い
う
想
い
を
し
て

い
る
方
、
し
て
い
た
方
、
大
勢

い
る
筈
で
す
。
私
は
運
良
く
今

の
会
社
に
出
逢
え
て
、
こ
う
し

て
現
在
生
き
生
き
と
将
来
五
所

川
原
（
帰
る
日
を
楽
し
み
に
，
 

仕
事
に
励
む
事
が
出
来
て
い
ま

す
。
私
の
他
に
も
三
十
人
程
の
 
 

り
ま
す
。
 

平
成
四
年
の
秋
ロ
に
第
一
期

工
事
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る

五
所
川
原
工
場
の
概
要
で
す
が
、
 

工
場
床
面
積
は
千
坪
、従
業
員

数
は
男
子
六
十
名
、
女
子
四
十

名
、
計
百
名
を
計
画
し
て
お
り
、
 

主
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

事
業
部
の
自
動
車
用
電
線
加
工

を
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

津
軽
衆
が
頑
張
「
て
お
り
ま
す
。
 

皆
真
剣
な
眼
差
し
で
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。会
社
の
方

々
も
社
長
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の

暖
か
い
ご
指
導
、
ご
親
切
で
時

に
は
厳
し
く
ま
た
楽
し
く
私
達

津
軽
衆
を
見
守
っ
て
下
さ
い
ま

す
。
 

五
所
川
原
工
場
操
業
の
際
に

は
、
地
元
の
方
も
採
用
す
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。是
非
、
協

伸
工
業
（
来
て
み
て
は
如
何
で

す
か
。
 一
諸
に
頑
張
り
ま
し
よ

う
。
 

U
タ
ー
ン
希
望
の
方
（
 

活
動
は
自
分
か
ら
積
極
的
に

や
ろ
う
ノ
 

社員か裟こと伊藤玉乞論 

rー“、 「
 

【
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成
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口
に
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じ
事
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る

五
所
川
原
工
場
の
概
要
で
す
が
、

工
場
床
面
積
は
千
坪
、
従
業
員

数
は
男
子
六
十
名
、
友
子
四
十

名
、
計
百
名
を
計
画
し
て
お
り
、

主
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
l
ネ
ス

事
業
部
の
自
動
車
用
電
線
加
工

を
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

協
伸
工
業
株
式
会
社
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は
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本
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東
京
都
港

民
に
あ
り
、
資
本
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億
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六
卜
万
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従
業
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四
卜
名
、
年
問
先
ヒ
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は
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誘
致
企
業

第
十
六
号
 

株
式
会
社
津
軽
ェ
ノ
モ
ト
 

立
地

・
平
成

三
年
四
月
 

  

  

  

  

  

  

"
'
,
,
，・
 

、
 

現
在
、
私
を
含
め
津
軽
ェ
ノ

モ
ト
の
社
員
は
田府
市
郊
外
の

国
母
工
業
団
地
に
あ
る
T
H
K
 

と
い
う
会
社
で
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
T
H
K
は
エ
ノ
 

モ
ト
と
業
務
提
携
し
て
い
る
会

社
で
、
こ
こ
の
仕
事
は
い
ず
れ

五
所
川
原
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
会
社
で
生
産
し
て
い
る

製
品
は
、
作
業
用
工
作
機
械
や

ロ
ボ
ッ
ト
部
品
等
で
、
こ
れ
ら

の
加
工
が
私
達
の
仕
事
で
す
。
 

最
近
で
は
仕
事
に
も
な
れ
、
 

こ
ち
ら
の
人
達
と
も
親
し
く
な

っ
て
、
元
気
に
よ
り
一
層
仕
事

に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

社員からのひとこと 

川 村 文 人さん 
(31歳） 
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誘
致
企
業
第
十
五
号
 
鳥
羽
工
産
株
式
会
社
の
紹
介
は
、会
社
の
都
合
に
よ
り
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

絶
大
な
る
御
支
援
の
賜
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

さ
て
本
社
で
あ
る
囲
ェ
ノ
モ

ト
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
創
業

以
来
、
プ
レ
ス
金
型
の
設
計

・

製
作
か
ら
そ
の
金
型
を
駆
使
し

た
プ
レ
ス
製
品
の
製
造
を
手
掛

け
て
参
り
ま
し
た
。
 

特
に
半
導
体
分
野
に
お
け
る

プ
レ
ス
製
品
で
は
圧
倒
的
な
生

産
高
を
誇
る
に
至
っ
て
お
り
、
 

現
在
従
業
員
は
、六
百
五
十
名
、
 

年
商
百
五
十
億
と
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
 

囲
津
軽
ェ
ノ
モ
ト
は
、
こ
れ

ら
の
製
品
の
他
に
、
新
規
事
業

と
し
て
、
今
後
そ
の
需
要
が
増
 
 

々
拡
大
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

部
品
の
製
造
も
手
掛
け
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
、
既
に
三
十
名

近
く
の
当
市
出
身
の
社
員
が
山

梨
県
で
日
々
技
術
の
習
得
に
励

ん
で
お
り
、
来
年
四
月
稼
動
時

に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
果

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
 

微
力
な
が
ら
も
地
域
活
性
化

の
た
め
、
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
捷
の

程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

当
社
は
、
昨
年
四
月
五
所
川

原
市
の
第
十
六
番
目
の
誘
致
企

業
と
し
て
、
漆
川
工
業
団
地
に

進
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
 

同
年
六
月
に
は
囲
ェ
ノ
モ
ト
 

（
山梨
県
）
の
百
パ

ー
セ
ン
ト

出
資
の
子
会
社
と
し
て
正
式
に

設
立
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏

え
に
県
及
び
市
の
関
係
各
位
の
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誘
致
企
業
第
十
六
号

-一司帽掴恥司・・h明嗣恥ー・帽

一一一ー一九『由一

f'Hun--，HHUMan--nHHHHUH-1 ぇ設出 ( 同進業原

~ .....L皇室..a.......-~、，、 L ・"L !に立資山年出と市当
i 征貝刀向。ωUζ 」 ζ i県での梨六すしの社

一‘ ドー 一ー-F---E 及き子奥月るで第 l実
: ひごま λλ - ~ '4.-

ま謡! 川村文人さん !市し 荘の (iE漆六昨
せ致・ lのたと百 が川番年
ん企~ (31歳) ~関こしパ匂決工目四
の業 l l係とて l ム定業の月
で第~ ~各は正セノさ団誘五
、十; ~位、式ンモれ地致所
よ五~ r一 一一一 iの偏にトト 、に企川

ろ号‘ ........ ・
し 1 いと国モ a聞. ヌ

<鳥 tまい母ト現 重量事轟 !と ら ま年現産プ けた製以ト 感絶

お羽 iすう工の在 電をr7 ;しの側し商在高レ持 てプ作来はさ謝大

時 j J 設置黄~~ .J猷」 iて警護守護主μ 奪三じぷ片
足禁;宇高樫出喜 ..  γ・.1今おェ 十員玄品導ま製そレ和社お御

しむ H 修ぁ府 め ・.1.・1後他ノ 億はにで体し品のス 三 でり支
円 ・・・・.._;そにモ と」至は分たの金金 十あま援

殺はれMEaEj宗主lS 円相 。警警粧品丈島
界iノぞ巨めエ t要望、 し十おり企 を駆設のエ
は: ノ tが長こ で名り晶け 手使計創ノ の

i増 業れ き、、生る 掛し ・ 業モ と

会 iに っ こ のロ 製 て五社モ i
社 i励 てち最 加 ボ品こい所でト i
の l ん、ら 近 工 y はのま 川、 と l
都 lで元のでがト、会す原こ業 i
合 t ぃ気人は 私部作社 。でこ務 1
に t まに逮 仕透品業 で 行の提 i
よ iすよと 事の等用生 う仕携 i
り l 。りもに仕で工産 こ 工作 し :
掲 l ー 親も司王、作し とはで ;
載 1 層しなでこ 機 て にいい i
し'i f土 くれすれ オ成い なずる i
た i 事な、 。らやる つ れ会 i
し;...............

々
拡
大
さ
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
関
連

部
品
の
製
造
も
手
掛
け
る
予
定

に
な

っ
て
お
り
、
既
に
三
十
名

近
く
の
当
市
出
身
の
社
員
が
山

梨
県
で
白
身
技
術
の
習
得
に
励

ん
で
お
り
、
来
年
四
月
稼
動
時

に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
果

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
も
地
域
活
性
化

の
た
め
、
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
躍
の

程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
津
軽
エ
ノ
モ
ト

~g.p必pω..Ltd・

園田直ヘ-彊属望薗盟国
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三
月
一
一
十
六日
、
農
業
青
年
海
外
派
遣
研
修
に
参
加
し
た
、
 

農
業
後
継
者
六
人
の
皆
さ
ん
が
市
長
を
訪
ね
、
研
修
の
経
過
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
 

力
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
を
視
察
し
て
 

市
内
鶴
ケ
岡
字
福
田
六
六
ー
一
 

三シ霊一一」叱ぞ・ 
大規模農家の野菜畑にて 

r
 

ハリス牧場にて 

「
」の
研
修
は
、
平
成
三
年
度

よ
り
導
入
し
て
い
る
 
「農
業
構

造
改
善
高
齢
者
・
若
者
活
性
化

推
進
事
業
」
の
ー
つ
で
あ
る
「
農

業
青
年
海
外
派
遣
研
修
」
を
実

施
し
た
も
の
で
す
。
 

推
進
事
業
に
は
、
こ
の
他
、
 

販
売
実
習
・
市
場
流
通
調
査
等

の
実
施
が
あ
り
、
県
内
外
に
於

て
高
い
技
術
や
経
営
能
力
を
研
 
 

修
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
、
庁
舎
を
訪
れ
た
六

人
の
皆
さ
ん
は
、
夫
々
に
県
内

外
に
於
て
数
々
の
研
鏡
を
積
ま

れ
て
来
た
方
達
で
す
が
、
今
日

は
こ
の
中
か
ら
、
市
の
農
村
婦

人
を
代
表
し
て
鶴
ケ
岡
の
小
笠

原
ふ
じ
江
さ
ん
の
報
告
を
紹
介

し
ま
す
。
 

私
達
が
、
研
修
に
訪
れ
た
先

は
、
主
に
日
本
か
ら
カ
リ
フ
ォ
 

、
ルニ
ア
に
渡
り
、
農
業
で
成
功

さ
れ
た
方
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
あ
の
大

地
を
初
め
て
見
た
時
、
と
に
か

く
広
大
な
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
畑
・
田
の
区
画
が

ー
ヘ
ク

タ
ー
ル
位
も
あ
る
の
で
す
。
 

野
菜
畑
に
は
、
濯
水
用
の
パ

イ
プ
と
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
水
平
線
が

見
え
る
位
に
、
ど
こ
ま
で
も
続

い
て
い
る
の
で
す
。
加
工
用
の

ト
マ
ト
な
ど
は
、
地
面
に
そ
の

ま
ま
横
た
わ
り
、
支
柱
を
使
っ

て
の
栽
培
し
か
知
ら
な
い
私
に

は
、
ト
マ
ト
が
別
な
物
に
見
え

ま
し
た
。
機
械
で
収
穫
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。
 

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
と
違
い

市
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
皆
さ
ん
、
自
分
の
所
の
農
産

物
は
、
自
分
で
値
段
を
付
け
、
 

小
笠
原
 

ふ
じ
江
 

買
っ
て
く
れ
る
人
を
捜
し
、
自

分
の
ル

ー
ト
を
切
り
開
い
て
い

く
の
で
す
。
私
達
が
研
修
で
お

会
い
し
た
、
す
べ
て
の
人
が
国

の
援
助
な
ど
、
全
く
あ
て
に
し

て
お
ら
ず
、
コ
ツ
コ
ツ
と
苦
労

を
し
て
、
自
ら
の
ル
ー
ト
を
開

拓
し
て
今
日
ま
で
来
た
方
達
ば

か
り
な
の
で
、
お
話
に
も
実
感

が
こ
も
り
、
そ
の
熱
意
に
は
、
 

た
だ
た
だ
心
を
打
た
れ
感
動
で
 
 

涙
が
出
ま
し
た
。
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
農
産

物
の
生
産
に
は
適
し
て
い
る
気

候
だ
そ
う
で
す
。
レ
タ
ス
、
セ

ロ
リ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

は
、
ア
メ
リ
カ
全
体
の
七
〇
％

を
生
産
し
て
お
り
、
ア
ー
モ
、
ノ

ド
の
栽
培
も
盛
ん
で
し
た
。
 一

戸
の
農
家
が
、
平
均
七
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
位
を
経
営
し
て
お
り
、
 

経
営
内
容
も
企
業
化
し
て
い
ま

す
。
八
月
、
九
月
に
か
け
、
野

菜
に
水
が
ほ
し
い
の
で
す
が
、
 

雨
期
は
一
月
、
三
月
な
の
で
、
 

地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も

井
戸
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

野
菜
栽
培
に
対
す
る
国
の
農
薬

規
定
も
厳
し
く
、
 一
切
農
薬
は

使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
事
で
 
 

し
た
。
普
段
、
私
達
は
輸
入
さ

れ
て
い
る
果
物
や
野
菜
が
、
農

薬
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
を
見
て
、
危

険
な
物
だ
と
勉
強
し
て
い
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
疑
問
に
思
い
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
あ
ち
ら
の
方
々

は
、
そ
ん
な
手
間
の
か
か
る
事

は
、
本
当
は
し
た
く
な
い
が
、
 

日
本
向
け
に
、
業
者
の
要
請
で

や
む
を
得
ず
や
っ
て
い
る
と
の

事
で
し
た
。
日
本
側
で
、
農
薬

シ
ャ
ワ
ー
の
原
因
を
作
っ
て
い

る
と
は
 
。

わ
ず
か
九
日
間

の
研
修
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

農
業
の
す
べ
て
が
分
か
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
農
家
の
心
髄
に
触
れ
る
事
が

出
来
た
様
な
気
が
し
ま
す
。
》」
 

の
気
持
ち
を
根
底
に
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

貴重な体験を語る、左から金谷さん、今査ん 

『 太田さん、小笠原さん、小田桐さん、長尾さん 
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ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

三
月
二
十
六
日
、
農
業
青
年
海
外
派
遣
研
修
に
参
加
し
た
、

農
業
後
継
者
六
人
の
皆
さ
ん
が
市
長
を
訪
ね
、
研
修
の
経
過
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
予
成
三
年
度

よ
り
導
入
し
て
い
る
「
段
業
構

造
改
善
高
齢
者
・
若
者
活
性
化

推
進
事
業
」
の

一
つ
で
あ
る
「
農

業
青
年
海
外
派
遣
研
修
」
を
実

施
し
た
も
の
で
す
。

推
進
事
業
に
は
、
こ
の
他
、

販
売
実
胃

・
市
場
流
通
調
査
等

の
実
施
が
あ
り
、
県
内
外
に
於

て
高
い
技
術
や
経
営
能
力
を
研

修
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
円
、
庁
舎
を
訪
れ
た
六

人
の
皆
さ
ん
は
、
夫
々
に
県
内

外
に
於
で
数
々
の
研
績
を
積
ま

れ
て
来
た
方
途
で
す
が
、
今
日

は
こ
の
巾
か
ら
、
市
の
浜
村
婦

人
を
代
表
し
て
鶴
ケ
岡
の
小
笠

原
ふ
じ
江
さ
ん
の
報
告
を
紹
介

し
ま
す
。

今さん
長尾さん

貴重な体験を語る、左から金谷さん、

太田さん、小笠原さん、小田桐さん、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
を
視
察
し
て

市
内
鶴
ケ
岡
字
福
田
六
六

l
-一

小
笠
原

私
達
が
、
研
修
に
訪
れ
た
先

は
、
主
に
白
木
か
ら
カ
リ
フ
ォ

・
ル
ニ
ア
に
渡
り
、
農
業
で
成
功

さ
れ
た
方
の
と
こ
ろ
で
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
あ
の
大

地
を
初
め
て
兄
た
時
、
と
に
か

く
広
大
な
事
に
篤
か
さ
れ
ま
し

た。

畑
・
田
の
区
画
が

一
ヘ
ク

タ
ー
ル
位
も
あ
る
の
で
す
。

野
菜
畑
に
は
、
瀬
水
用
の
パ

イ
プ
と
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
中
小
平
線
が

兄
え
る
位
に
、
ど
こ
ま
で
も
続

い
て
い
る
の
で
す
。
加
工
用
の

ト
マ
ト
な
ど
は
、
地
面
に
そ
の

ま
ま
横
た
わ
り
、
支
位
を
使
つ

て
の
栽
培
し
か
知
ら
な
い
私
に

は
、
ト
マ
ト
が
別
な
物
に
兄
え

ま
し
た
。
機
械
で
収
概
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
と
違
い

市
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
皆
さ
ん
、
自
分
の
所
の
農
産

物
は
、
自
分
で
値
段
を
付
け
、

ふ
じ
江

買
っ
て
く
れ
る
人
を
控
し
、
円

分
の
ル

l
卜
を
切
り
開
い
て
い

く
の
で
す
。
私
達
が
研
修
で
お

会
い
し
た
、
す
べ
て
の
人
が
国

の
躍
助
な
ど
、
全
く
あ
て
に
し

て
お
ら
ず
、
コ
ツ
コ

y
と
苦
労

を
し
て
、
向
ら
の
ル

l
卜
を
開

拓
し
て
今
日
ま
で
来
た
方
達
ば

か
り
な
の
で
、
お
話
に
も
実
感

が
こ
も
り
、
そ
の
熱
意
に
は
、

た
だ
た
だ
心
を
打
た
れ
感
動
で

一併
が
出
ま
し
た。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
農
産

物
の
生
産
に
は
適
し
て
い
る
気

候
だ
そ
う
で
す
。
レ
タ
ス
、
セ

ロ
リ
l
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

は、

ア
メ
リ
カ
全
体
の
七

O
%

を
生
産
し
て
お
り
、
ア
ー
モ
ン

ド
の
栽
培
も
盛
ん
で
し
た
。
一

戸
の
農
家
が
、
平
均
ヒ

O
ヘ
ク

タ
ー
ル
位
を
経
営
し
て
お
り
、

経
営
内
容
も
企
業
化
し
て
い
ま

す
。
八
月
1
九
月
に
か
け
、
野

菜
に
ぷ
が
ほ
し
い
の
で
す
が
、

雨
期
は

一
月
1
三
月
な
の
で
、

地
下
ぷ
を
利
用
し
て
い
ま
す。

そ
の
た
め
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も

井
戸
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

野
菜
栽
培
に
対
す
る
国
の
農
薬

規
定
も
厳
し
く
、

一
切
農
薬
は

使
用
し
て

い
な
い
と
い
う
事
で

ハリス牧場にて

大規模農家の野菜畑にて

し
た
。
普
段
、
私
達
は
輸
入
さ

れ
て
い
る
果
物
や
野
菜
が
、
農

薬
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
を
見
で
、
危

険
な
物
だ
と
勉
強
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
疑
問
に
思
い
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
あ
ち
ら
の
方
々

は
、
そ
ん
な
手
聞
の
か
か
る
事

は
、
本
当
は
し
た
く
な
い
が
、

日
本
向
け
に
、
業
者
の
要
請
で

や
む
を
得
ず
や

っ
て
い
る
と
の

事
で
し
た
。
日
本
側
で
、
良
薬

シ
ャ
ワ
ー
の
原
因
を
作
っ
て

い

る
と
は
:
:
:
。
わ
ず
か
九
日
間

の
研
修
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア

農
業
の
す
べ
て
が
分
か
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
農
家
の
心
髄
に
触
れ
る
事
が

出
来
た
織
な
気
が
し
ま
す
。
こ

の
気
持
ち
を
根
底
に
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



「
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
 

市
内
を

見
る
」
 

め
っ
き
り
春
ら
し
く
な
「
た
 
き

な
風
景
に
会
え
る
の
も
、
 

今
日
こ
の
頃
、
私
の
大
へ
ん
好
 

う
遠
く
な
い
。
 

そ
 

「、
」
こ
、フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

の
芝
生
広
場
か
ら
、
市
内
方
向

を
見
る
眺
め
 
「こ
ち
吹
か
ば
、
 

匂
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花
 

」
 

こ
の
余
韻
が
残
る
梅
が
終
る
と

目
の
前
に
、
り
ん
ご
の
花
が
と

て
も
き
れ
い
に
咲
き
、
樹
の
下

は
、
タ
ン
ポ
ポ
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
さ
な
が
ら
、
厚
く
て
ソ
 

じ胃
た
人
 

フ
ト
な
黄
色
い
械
醗
に
か
わ
り

ま
す
。
 

遥
か
彼
方
に
は
、
麗
峯
岩
木

山
を
仰
ぎ
、
ま
る
で
、
油
絵
を

見
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
美

し
く
、
目
を
左
右
に
転
ず
る
と

一
層
空
気
が
お
い
し
さ
を
増
す

壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
な
る
の
で

す
。
 

こ
こ
が
、
私
の
心
の
奥
に
残

る
、
す
て
き
な
風
景
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

（第757号） ⑤平成 4 年（1992年）4 月15日 	 広報ごしょがわら 

⑩
 

私
 の
風
景
 神

 
始

一
一
郎
さ
ん
 

《
 

 

嚇
観
難
紺
狼
に
な
って
満
五奮
 

J
R
五
周
年
記
念
の

ー
つ
と
し
て
、
四
月
一
日
、
五
所
川
原

駅
で
、
 一
日
駅
長
等
、
楽
し
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市 
内 

ー
ツ
谷

一
〇
四
ー
六
）
 

一
日
駅
長
さ
ん
に
な
っ
た
、
 

広
島
由
佳
子
さ
ん

（
五所
川
原
 

小
学
校
五
年
生
）
は
、
駅
長
帽
 

も
可
愛
ら
し
く
、
駅
構
内
で
の

餅
つ
き
や
、
改
札
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。
 

あったかいお餅に乗客も大よろこび 

か
 

」
日
駅
長
の
広
島
さ
ん
 

善
意
の

花
か
ご
 

⑨
社
会
福
祉
へ
 

〇
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
（
大
邑
滝
雄
代
表
）
廿
設
立
十
周
年
記

念
チ
ャ
リ
テ
ィ
芸
能
発
表
会
の
収
益
金
五
万
三
千
三
百
五
十
円

〇
北
岡
誠
悟
氏
（
み
ど
り
町
七
！
五
一
）
廿
故
北
岡
得
次
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円
 

電
話
お
願
い
手
帳
 

こ
の
手
帳
を
見
か
け
た
ら
、
代
り
に
電
話
を
か
け
て
下
さ
い
ね
。
 

4戸 
ノ’" 

歌
 

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部
 

バ
ス
の
中
皆
で
や
た
ら
さ
わ
い

だ
ら
あ
っ
と
い
う
ま
に
目
的
場

所
だ
 

赤
 
坂
 
久
美
子
 

（小
五
）
 

腰
痛
む
年
に
な
り
し
か
と
諦
め

て
マ
ッ
サ
ー
ジ
湯
に

一
人
来
た

れ
る
 

三
 
上
 
き
よ
み
 

カ
ウ
ン
タ
ー
に
酒
飲
み
い
つ
つ

し
み
じ
み
と
わ
が
齢
（
よ
わ
い
）
 

を
ば
思
う

一
時
 

青
 
山
 
栄
 
治
 

十
二
万
個
の
玉
石
み
が
く
ひ
と

等
い
て
兼
六
園
の
清
（
す
が
）
 

し
き
流
れ
 
吉
 
田
 
勇
 
蔵
 

雪
残
る
岩
木
神
山
い
た
だ
き
に

白
雲
の
せ
て
春
の
朝
閑
（
た
）く
 

小
山
内
 
ス
 
エ
 

お
人
形
に
来
世
を
託
す
親
ご
こ

ろ
西
高
野
山
に
今
日
も
雪
降
る
 

崎
 
野
 
清
 
蔵
 

◇
お
わ
び
 
四
月
一
日
号
の
 

「水
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
ご案
内
の

サ
ブ
外
イ
ト
ル
廿
ゆ
ら
ぎ
の
オ

ア
シ
ス
廿
が
、
ゆ
ら
め
き
の
オ

ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

訂
正
し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
 

(第757号)広報ごしょがわら〔②、!え成 4年(1992;1'-)4 月15n 
一一一一「

神

佑
二
郎
さ
ん

(市
内
一
ツ
谷
一

O
四
l
六
)

…閣
の
型
以
」⑩ 

「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
内
を
見
る
」

め
っ
き
り
春
ら
し
く
な
っ
た

今
日
こ
の
頃
、
私
の
大
へ
ん
川
町

き
な
風
景
に
会
え
る
の
も
、
そ

う
速
く
な
い
。

こ
こ
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
芝
生
広
場
か
ら
、
市
内
方
向

を
見
る
眺
め
「
こ
ち
吹
か
ば
、

匂
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花
:
:
:」

こ
の
余
韻
が
残
る
梅
が
終
る
と

自
の
前
に
、
り
ん
ご
の
花
が
と

て
も
き
れ
い
に
咲
き
、
樹
の
下

は
、
タ
ン
ポ
ポ
で
い

っ
ぱ
い
に

な
り
、
さ
な
が
ら
、
厚
く
て
ソ

U

ゆ
令
た
ん

フ
ト
な
黄
色
い
繊
艶
に
か
わ
り

ま
す
。遥

か
彼
方
に
は
、
臨
峯
岩
木

山
を
仰
ぎ
、
ま
る
で
、

油
絵
を

兄
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
美

し
く
、
目
を
左
右
に
転
ず
る
と

一一
層
空
気
が
お
い
し
さ
を
増
す

壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
な
る
の
で

す
。こ

こ
が
、
私
の
心
の
奥
に
残

る
、
す
て
き
な
風
景
と
な

っ
て

い
ま
す
。

「

っ
て
満
五
年

J

R
五
周
年
記
念
の
一
つ
と
し
て
、
四
月
-
目
、
五
所
川
原

駅
で
、
一

日
駅
長
等
、
楽
し
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
駅
長
さ
ん
に
な

っ
た、

広
島
由
佳
子
さ
ん

(五
所
川
原

小
学
校
五
年
生
)
は
、
駅
長
開

善
意
の
花
か
ご

も
可
愛
ら
し
く
、
駅
構
内
で
の

餅
つ
き
や
、
改
札
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

あったかいお餅に乗客も大よろこび

一
日
駅
長
の
広
島
さ
ん

。
社
会
福
祉
へ

O
津
軽
三
味
線
滝
栄
会
(
大
色
滝
雄
代
表

)
H
設
立
十
周
年
記

念
チ
ャ
リ
テ
ィ
芸
能
発
表
会
の
収
益
金
五
万
三
千
三
百
五
十
円

。
北
岡
誠
悟
氏

(み
ど
り
町
七
'
五

二

l
故
北
岡
得
次
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

電
話
お
願
い
手
帳

」
の
手
帳
を
見
か
け
た
ら
、
代
り
に
電
話
を
か
け
て
下
さ
い
ね
。

圃
司
直

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部

パ
ス
の
中
皆
で
や
た
ら
さ
わ
い

だ
ら
あ

っ
と
い
う
ま
に
目
的
場

所

だ

赤

坂

久

美
子

(小
五
)

腰
痛
む
年
に
な
り
し
か
と
諦
め

て
マ
ッ
サ
ー
ジ
湯
に

一
人
来
た

れ
る

三

上

き

よ

み

カ
ウ
ン
タ
ー
に
酒
飲
み
い

つ
つ

し
み
じ
み
と
わ
が
齢

(よ
わ
い
)

を
ぱ
思
う
一

時育

山

栄

ムロ
-vイ

十
二
万
個
の
玉
石
み
が
く
ひ
と

等
い
で
兼
六
園
の
消

(す
が
)

し

き

流

れ

吉

田

勇

蔵

雪
残
る
岩
木
神
山
い
た
だ
き
に

白
雲
の
せ
て
春
の
朝
関
(
た
)
く

小
山
内

ス

エ

お
人
形
に
来
世
を
託
す
親
ご
こ

ろ
西
高
野
山
に
今
日
も
雪
降
る

崎

野

消

蔵

。
お
わ
び

四
月

一
日
号
の

「水
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」ご
案
内
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
H

ゆ
ら
ぎ
の
オ

ア
シ
ス
H
が
、
ゆ
ら
め
き
の
オ

ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
欽
し
ま
す
。
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欝響‘ミ驚津軽車野’一ざわゃかコ譲募 
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i費こ霧7「 

fi難語t、ニ・ツ  
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二り．I‘苫ジ．i嘉」，i碁 
いフ’・ニ・・ツ・心．雪・“"' 

誉．i‘り・！熱ジ．弘】登 i 

北限の梅まつり会場まで無料送迎バスを運行します〇 
どうぞご利用下さい。 

市役所前着 

梅 林 発 市役所前着 
11 :00 
13:00 	13:30 
14:30 	15:00 

コミュニティセンター 
長柵発 15:30 

15:35 	16:00 

コミユニティセンター 
長楢発16:00 

16:05 	16:30 

●4月26日（日） 

市役所前発 
l 

13:30 

・4月29日（水） 

市役所前発 
8:30 

発
0
0
 

n
リ
 Q
リ
 

林
・
・
 

に
。
 ［
「U
 

梅
ー
ー
 

0
0
 

】，
0
0
0
 

3
0
 

前
3
3
0
 

所
・
・
 

5

6
 

役
1
3
5
 

ー

l
 
 
一
 

 
ー
ー
ー
 

ハ
」
リ
 
ー
 
ワ
」
 n乙
 
りJ
 n
j
 

0
 
0
 
0
 
0

ハv

ハU
 

ハU

n
J
 n
v
 つJ
 n
)
n
J
 

0
0
 
0
 
0八v
 

n
〕
 n
J
 
n
4

U
 ハH
)
 n
J
 

。
J
 
o
J
 
n
）

〔J
 
d
'
 

市役所前着 

q
v
 つ
U
(
b
(
b
 

発

0
0
0
0
0
 

q
U
〔j
 
o
 
qu
 
n
U
 

n
）
 り
」
 nくv
 に
リ
（
b
 

梅
ー

l

ー
ー

ー
 

0
n
〕
ハU
O
0
 

ハ
。v
 n
v
 nJ
 
n
v
 
n
J
 

市役所前着 
9:30 

発
0
0
0
0
0
0
 

林
ゆ
 冶
 
冶
 
ゆ
 
昌
 
⑩
 

梅
 

ー
ー
ー
ー
 

ハU
 
り
」
 
つJ
 に
レ
 
（
b
 

着
0
0
0
0

0

0
 

着
0
0
0
0
0
0
 

林
冶

0

3
0

3

0
 

林
ゆ
冶
ゆ
ゆ

冶
⑩
 

晦
1
01
21
21
31
31
4
 
梅
9
9

1
01
11
31
5
 

0

n
)
0
0
0
 

0
 
o
 qリ
 O
 
Qリ
 

●4月18日（土） 

市役所前発 
1 2 :00 

●4月19日（日） 

市役所前発 
10:00 

着
0
 

着
0
0
0
0

0
 

q
リ
 

n
J
 
qリ
 
（
く
リ
 n
v
 
qリ
 

林
・
・
 

林

・
・
 

。乙
 
ハ

U
 
n乙
 n。
 
にリ
 【
り
 

梅
ー
 

梅
ー
ー
ー

ー
ー
 

0

o
n
)
0
 

n
)
0
(
Jn
)
 

つ
‘
nベリ
 4
'
5
 

レ会期 4 月18日（ L)~4月30日（木） 

レ主会場 津軽フラワーセンター侮林（市内神11- 

レイベント 

04 月18日 C七）一幼椎園・保育所コンサート 

（開会式後） 

04 月19日（日）一県下短歌・俳句大会及び川柳 

r一、 	 大会 
04 月26日（日）一“ミス津軽平野”さわやかコン 

テスト、 ミス津軽平野撮影会 

（写真の部・ビデオカメラの部） 

く）4 月29日（水）一さわやかウォークラリー 

（つ 4 月18・19・26・29日一野点て（裏千家・遠州流） 

04 月18日～4 月30日一一般投句 

04 月18日～5 月22日ー市内小・中学校図画コ

ンクール、 写真コンテス ト 

⑥“ミス津軽平野”さわやかコンテスト出場者募集 

レ」応募資格 満18歳」』I上の未婚の女性で、津軽 

地区に住んでいる方、又は五所川原市内に勤 

務している方 

)J応募方法 所定の出場申込み書による。 

レI応募締切 4 月20日（月）正午まて了 

レ開催日時 4 月26日（日）午前10時～ 

ン開催場所 市働く婦人の家（市内新町） 

レ賞 ミス津軽平野3 名（各10万円・トロフィー） 

参加者全員に記念品を贈呈0 

⑥さわやかウォークラリー出場者募集

レ日時 4 月29日（水）午自f19時受付（悔林） 

レコース 津軽フラワーセンター特設コース

レ参加資格 特になし、 

レ参加料 無寧＋ 

（参加者に津軽ソバの券をさしあげます。） 

レ申込締切 4 月24日 

⑨写真コンテスト作品募集 

ンテーマ 津軽フラワーセンター梅林に関する

ものであれば自由 

レ応募資格 特にありません。 

レ」応募方シ去 くDカラー・モノクロとも1Iッ t二JJプ

リン ト （ワイ ド四ツ切を含む）。組写真可。 未

発表のもの。 ②作品裏面に「テーマ」 「住所」 

「氏名」 「電話番号」 を明記した自作の1応募票

を貼付。 ③入賞者にはネガを提出していただ

きます。また、著作権は梅まつり実行委員会に

帰属するものと します。（作品は返却いたしません、 

レ募集期間 4 月18日（ tり～ 5 月22日（劃

※出場及び応募についてのお申し込み・お間し、 

合わせは、 市商 I二観光課（胃（琶，21 11番内線 2 

59・260番）へどうぞ。 

平成 4年(1992年)4月15日 広報ごしょがわら (第757号)⑥

1>会期 4月 181寸( f:) ~4 月 30 I~ (本)

じ〉主会場 津軽フラ ワーセンター梅林(di内州 10

1>イベント

04月 181=l( 1:) 幼稚困 ・保育所コ ンサート

(開 会式後)

04月 19H (卜1)一県下短歌 ・俳句大会及び川柳

大会

04片 261=l( I=l )ー“ ミスj哲事壬平 野"さ わやかコン

テスト、ミス市軽平野撮影会

(写兵ーの音s・ビデオカメ ラの部)

04月291=l(水)ーさわやかウオークラリー

04月 18'19・26・29H一 里子点て(災千家・遠州、|流)

04月 181::1~ 4月301=l一 一般投句

04月 181::1~ 5月221-1一 市内小・中学校凶画コ

ン クール、写真コンテス ト

@ “ミス津軽平野"さわやかコンテスト出場者募集

い応募資格満18歳以 1-.の未婚の女性で、津1俺

地区に住んでいる方、又は五所川 原市内 に勤

務 してい る方

1>応募方法 所定の出場 iド~み，1干に よる n

b応募締切 4月20日(月)1正午まで

じ〉開催日時 4月26日(1=1 )午前10時~

じ〉 開催場所 市働 く婦人の家(rH内新11If)

1>賞 ミスip:粍平野 3名 (各10)jIJJ • トロフィー )

参加省全員に記念品を贈呈。

。 さわやかウオークラリー出場者募集

1>日時 4月2911(木)午前 911寺受付(梅林)

じ〉 コース 津軽フラワーセンター特，没コ ー ス

1>参加資格 特になし、

1>参加料無料

(参加舟 に 滞軽 ソパの券をさしあげます。)

1>申込 締切 4月241=1

。 写真コンテス ト作品募集

1>テーマ 津軽フラワーセ ン ター梅林に閣する

もの であ れば 自由

1>応募資格 特にありません

1>応募方法 ①カラー ・モノクロともI'LJ'/υJブ

リント(ワイド問ツ切を含む)。組写真可。 未

発表のもの。② 作品裏面 に「テーマ_) r住所」

「氏名_) r電話醤号」を明記した自作の応募禁

を貼付 。③入賞省に は ネ ガ を 提 出 し て いただ

きます。また、 J存作権は梅ま つ り実行委員会に

帰属するものとします。(作品は返却いたしません)，

b募集期間 4月 18円(1:)- 5 FJ 221 1 (。
※出場及び応募についてのお q l し込み ・ お I~けい

合わせは、市高1'.観光課(宮 @ 2111~昏内線 2

5 9 ・ 260砕) へ どうぞ 。

北限の梅まつり会場まで無料送迎パスを運行します。

.4月18日 (土)

市役所前発 梅 林着

12:00 12:30 

.4月19日 (日)

市役所前発 悔林着
1 0 : 00 1 0・30

12:00 12:30 

13:00 13:30 

1 4 : 30 1 5・ 00

15:00 15:30 

梅林発

15:00 

15:30 

梅林発

1 1 : 00 

13:00 

1 4 : 30 

コミュニティセンヲー
長構発 15:30

15・35

コミュニティセンヲー
長橋発 16:00

16・05

市役所前着

15:30 
16:0 。
市役所前着

1 1 : 30 

13:30 

15:00 

16:00 

16:30 

どうぞご利用下さい 0

・4月26日 l日)

市役所前発 梅林着

・4月29日 (水)

市役所前発 梅林着

梅林発

10:30 

12 :30 

13:00 

15・30

16・00

侮林発

9:00 

9:30 

1 1 : 30 

1 3 : 00 

14 :30 

1 6・00

市役所前着

1 1・00

1 3 : 00 

13:30 

1 6 : 00 

16:30 

市役所前着

9:30 

1 0 : 00 

12:00 

13:30 

1 5 : 00 

1 6・30



ー

四
月
六
日
ー
 

＠
子
ど

も
と
高
齢

者
を
守

り
ま
し
ょ

う
。
 

〇
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

は
、

正
し
く
着

用
し
ま
し
ょ

う
。
 

〇
違
法
駐
車
は
し

な
い
よ

う
に
。
 

住
民
は
、

さ
せ
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話してみませんか 
五所川原英語クラブ 

「英語で自分の考えを自由自在に話す」こと 

をめざす楽しいサークルてH一。高校生以上で英 

語の好きな人は誰でも歓迎．ク 

）日時 毎週土曜日午後 7時～9日寺 

ン場所 市中央公民館 

※詳しいことは、 山谷さん（"35-47O2番） 

へどうぞ。 

アマチュア無線技士試験案内 
ン試験の資格 第3級アマチュア無線技士

第 4級アマチニュア無線技士 

）試験申請書の受付期間 5月 1 日（金）から 5 
月20日（水）まで（当日消印有効） 

）試験日 第 3級アマチュア無線技士 7月29 
日（水） 第 4級アマチュア無線技士 7月29 
日（水）、 30日（木）のうち指定する日 

＞試験地 青森市（青森県教育会館） 

＞試験手数料 （受験票郵送半斗を含む。）2,762円
※当協会では第 3級陸上特殊無線技士の講習会

を青森市で3[](6月、10月、3月）実施します。 

ン試験申請書の提出及び問い合わせ 

財団法人 日本無線協会 東北支部 

F 980 仙台市青葉区五橋2-4-2 郵政弘済会五 

l喬ビソレ ” テレ司くンサーヒ”ス 022-221-4147 

「力ラス」の巣を見つけたら 

お知らせ下さい。 

カラスの営巣が原因となる 『停電』 が多発し 

てし、ます。 

電柱の上部やトランスの付近でカラスの巣を 

見かけましたら、 お手数でも東北電力までお知 

らせくださし、。 

〈連絡先〉 東北電力五所川原営業所 

配電課 技i府係 ”35- 2151 

ポスト（郵便差出箱）に
点字表示がつきました 

目のご不自由な方が、郵便を利用しやすくす

るために、 ポス トの郵便物を、 とり集める時刻

を点字で表示しました。 
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IJのご不子l由 な }jが 、 郵 便 を 利 用 し や す くす

る た め に 、 ポ ス ト の郵便物 を 、 とり集める時刻

を点字で表ノJミしました。

カラスの常;巣がj点以lと な る 『停電』

ています。

電位 の l二部やトランスの付近でカラスの巣を

見かけましたら、 t~' 予数でも東北電力までお知

らせくださ い。

〈連絡先〉 東北'忍 力 五所川原営業所

同じ宇al~月~ 1;支 l'ドT イ系 霊~35 -2151 
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「カラス」の巣を見つけたら
お知らせ下さい。
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広報ごしょがわら

話してみませんか
五所川臣官三五クエ

1/1/llvJ、フ℃ロ口ノノ

「英語で自分の考え を自由自在に話す」こと

をめざす 楽しいサークノ レです。高校生以上で英

語の好きな人は誰でも歓迎//

仁〉 日時 毎週七曜日午後 7 時~9U寺

仁〉場所 市中央公民館

※詳しいことは、山谷さん

へどうぞ。

アマチユア無線技士試験案内
第 3級アマチュア無線技上

第 4級アマチュア無線技士

じ〉試 験申請書の受付期間 5月 1日(金)から 5

月20日(氷)まで(当日消印有効)

じ〉試 験日 第 3級アマチュア無線技上

1=1 (水) 第 4級アマチュア無線技上

円(水)、 30日(木)のうち指 定 す る 日

仁〉試 験地 青森市(青森県教育会 館 )

仁〉試 験手数料 (受験 票 郵 送 料 を含む。)2，762円

※ 当 協会では第 3級陸上特殊無線技士の講習会

を青森市で3回(6月、 10月、 3月)実施 します。

じ〉試 験申請書 の提出及び問い合わせ

財団法人日本無線協会 東北支 部

干980仙 台市青葉区五橋 242郵政弘済会五

橋ビノレ 宮 テレホンサー ビス 022-2214147 

7月 29

7月 29

(宮 35-4702需)

①手成 4年(l992tf.)4月15日
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［下水道の供用が開始されま事 
ン区域 4月 1日より、 中平井町、上平井町二

下平井町、幾世森、末広町、 寺町、 田町、栄

町、蓮沼、長橋字橋元の各一部。 

＞受益者負担金 供用開始区域の土地所有者（権

利者）は、1ff?当り350円の割合で納めて頂き

ます。 

＞水洗化 供用開始区域の方で、 3年以内に水

洗化に改造する家庭に限り、 くみ取り口ーカ

所に対し、30万円を限度額として、融資あっ

旋をいたします。無利子で、30万円を60回で

返済して頂くものです。 

早期に快適な水洗便所に改造して下さい。 

）問い合せ 下水道課（内線236) 

環境緑化まつり 
r六ニ ,1- 緑 l7、〒右一 I/＼ジう子ゴ 1乙 C- Iト水 '1ノ lp 」’、し ノ ーくー 

レ日時 4 月24日（金）-4月26日（日） 

9時～17時（但一し24日は午自111o時開場） 

ンところ 市庁前 お祭り広場 

ン行事内容 〇庭園樹等展示即売会（一般庭園

樹鉢花類、山草類） 〇入学記念樹贈呈 〇苗

木の無償配布 〇実技講習会 〇緑の羽根募

金 〇ビデオコーナー 0みどりのクイズコ 

ー・ナー 

粗大ゴミの収集をします 

収集月日 収 集 区 域 申しこみ締切 

5月13日 旧町内、湊、湊団地 5月 8 日 

5月18日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり町 

5月14日 

5月22日 七和、梅沢、長橋、栄、松島 5月19日 

5月27日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 
5月22日 

ン出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

べット、タンス、イス、テーブル、タタミ、 

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ストーブ、スノーダンプ 

レ出せない物 リャカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイャ 

ン申しこみ 保健環境課（内線269番） 

＞粗大ゴミには名札をっけてください。（ない物

にっいては、収集いたしません）。 

N各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします。 

朝8時まで出してください。 

L 春の防犯運動 
レ実施期間 平成4年4月21日（火）-5月20日（水） 

レ重点推進事項（1）盗難の防止（2）暴力の追放 

(1）のスローガン ＠防犯は日ごと家ごと地域ごと 

⑨カギかけてお願いしますお隣さん 

⑨登録と注意のカギを自転車に 

(2）のスローガン ＠暴力を締め出すみんなの手と心 

⑥暴力を見たら聞いたらすぐ110番 

⑥暴力を追い出せ締め出せ街ぐるみ 

)―斉乗物防犯診断の実施 

(1）県下一斉乗物防犯診断日 

平成 4 年4 月21日（火） 

(2）警察署一斉乗物防犯診断日 

1回目 平成4 年 4 月30日（木） 

2回目 平成 4 年5 月11日（月） 

五所川原土也区暴力追放推進協議会 

五所川原警察署 

現場鑑識強化月間 
5月1日～5月31日 

犯罪の現場は「証拠の宝庫」です 
“現場はそのまま110番，, 

⑨犯罪の被害を受けたり、事ィ牛を知った時は早 

めに迷わず110番か、近くの交番へ届けましよう 

@）現場はそのままで110番しましょう 

現場やその周辺では、誰も入れない、歩き巨］ 

らないようにしましょう 

週2回の 

ゴミを出すときは 
次のことを守って下さい 

＞ 燃えるものと、燃えないものとを区別して

出して下さい。 （一緒にしてしまうと、焼却

した後の炉の中には、ビンや金物が、いっぱ

い残り、それをかき出すために大変な作業と

なります） 

N 決められた日、決められた時間（朝になっ

てから、 8時まで）決められた場所を守って

下さい。（野良犬や、カラス、それに風の強い

日などさんざんになってしまいます。） 

＞ 台所の生ゴミは、水切を充分にして下さい。 

（水で、火がよく燃えないのです。） 

ン ゴミの収集場所は、ゴミ捨て場とは違いま

す。 （あなたの家の前が、ゴミ収集場所だっ

たら一。） 

⑥ きれいなまち、いいですね。 

(2）のスローガン 

予成 4年(1992年)4月15日 広報ごしょがわら (第757号)⑥

L下水道の供用が開始されます!
b区場 4月 1日より、中平井町、 と平井fH丁、

下平 井町、幾世森 、末広町、寺町、田町、栄

町、蓮沼、長橋字橋元の各一部。

じ〉受益者負担金 供用開始区域の上地所有者(権

利者)は、 1rrf当り 350円の割合で納めて漬き

ます。

じ〉水洗化 供用開始区域の万で、 3年以内に/l<

洗化に改造する家庭に[1.艮り、くみ取り口 ーヵ

所に対し、 30万円 を限度額として、融資あっ

旋を いたします。 無利 子で、 30万 円 を601亘で

返済して頂くものです。

早期に快適な水洗便所に改造して下さい。

仁〉問い合せ 下水道課(内線236)

環境緑化まつり

「花 と緑の市」へ どうぞ
b日時 4 月 24 日(金)~4 月 26 日 ( 日)

9 時~1 7時(但し24 日は午前10時間場)

仁〉 ところ 市庁前お祭り広場

b行事内容 0庭園樹等展示即 売会(一般庭園

樹鉢イ芭類、山草類) 0入学記念樹 贈 呈 0苗

木の無償配布 o実技講習会 0緑の羽恨募

金 0 ビデオコーナー 0みど りのクイズコ

ーナ ー

組大ゴミの収集をします

収集月日 収集区域 申しこみ締切

5月13日 旧町内、湊、湊団地 5月8日

5月18日
若菜、松島町(吹畑含む)、 5月14日
みどり町

5月22日 七和‘悔沢、長橋、栄、松品 5月19日

5月27日
飯詰、毘沙門、 ニ好、中川| 5月22日
(桃崎)、長富

じ〉出しでもよい物 洗濯機、 冷蔵庫、テレビ、

ベット、タンス、イス、テーブル、タタミ、

ジュータン、 机、空ドラム缶、自転車、石油

ス トーブ、スノーダンプ

b出せない物 リヤカ一、農機具、パイ夕、ホ

ームタンク 、古タイヤ

1>申しこみ 保健環境課(内線269番)

じ〉粗大ゴミには名札をつけてください。(ない物

については、収集いたしません)。

じ〉各家庭からの粗大ゴミは3個までとします。

朝 8時まで出して ください。

L一春の防犯運動_j
じ〉実施期間平成4年4月 21 日(火)~5月 20 日(水)

仁〉重点推進事項 (1)盗難の防止 (2)恭カの追放

(1)のスローガン 。防犯は日ごと家ごと地域ζ と

。カギかけてお願いしますお隣さん

。登録と注志のカギを自転事に

(2)のスローガン @暴力を締め出すみんなの手と心

。暴力を見たら聞いたらすぐ110帯

。暴力を追い出せ締め出せ街ぐるみ

じ〉一斉乗物防犯診 断の実 施

(1)県下一 斉乗物 防犯診断日

平成 4年 4月 21日(火)

(2)響察署一 斉乗物 防犯診断日

1回目平成4年 4月30日(木)

2回目平成4年 5月 11日(月)

五所川 原地区 暴 力 追放推進協議会

五所川 原警察署

現場鑑識強化月間
5月 1日'"'--'5月 31日

犯罪の現場は「証拠の宝庫」です
“現場はそのまま 110番"

。 犯罪の被害を受けたり、事件を知っ た 時 は 早

めに迷わず110番か、近 くの交番へ届けましょう

@現 場 は そ の ま ま で110番 し ま し ょ う

現 場 や そ の 周 辺 で は 、 誰 も 入 れ な い 、 歩 き 回

らt.，tv、ょう』こしましょう

週2回の
ゴミを出すときは

次のことを守って下さい
1> 燃えるものと 、i然えない ものとを区別して

出して下さい。 (一緒にしてしまうと、焼却

した後の炉の中には、ピンや金物が、いっぱ

い残り、それをかき出すために大変な作業と

なります)

1> 決められた目、 決められた時間 (朝になっ

てから、 8時まで)決められた場所を守って

下さ い。(野良犬や、カラス、それに風の強い

日などさんざんになってしまいます。)

じ〉 台所の生ゴミ 1立、水切を充分にして下さい。

(水で、火がよく燃えないのです。)

1> ゴミの収集場所は、ゴミ捨て場とは違いま

す。 (あなたの家の前が、 ゴミ収集場所だ‘っ

たら一一一。)

。 きれいなまち、いいですね。
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1 子 ： 平成 3 年 1 月 2 日以後に生まれた児童 第
 

第

2

子

以
降
 

昭和60年 4 月 2 日～昭和61年12月31日生まれの児童

昭和62年 1月 1日～昭和62年12月31日生まれの児童

昭和63年 1月 1日～昭和63年12月31日生まれの児童

平成元年 1月 1日～平成元年12月31日生まれの児童

平成 2 年 1月 1日～平成 2 年12月31日生まれの児童

平成 3 年 1月 1日以後に生まれた児童 

→平成 3 年12月分まで支給 

- 5歳の誕生日の属する月分まで支給 

・ート平成 4 年12月分まで支給 

ー＋ 4 歳の誕生日の属する月分まで支給 

ー→平成 5 年12月分まで支給 

- 3歳の誕生日の属する月分まで支給 

⑨平成 4 年（1992年）4 月15日 
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回＝コプ回技術講習会 
	青森県婦人就業援助センター 

ト」応募資格 ワープロの操作方法の技ii「『を習得 

し京尤業に役立てたい婦人で所定の日程に出席 

できる45歳までトの婦人 

ト日時 6 月 2 日～ 7 月17日までトの22日間 

午前 9 時30分～午後 2 時30分 

ト募集人員 20名 

ト受講料 無料（教材費 3,000円） 

ト会場 青森県職業訓練短期大学校 

（五I折川原市飯詰） 

ト持参するもの 筆記用具・昼食 

ト申込メ切 5 月15日（釣 

ト申込と間合せ先 青森県婦人就業援助センター 

九所川原駐在所 佐々木本目談員 か0173-35-8898 

（五所川原市働く婦人の家内） 

青年海外協力隊募集！ 
あなたの技術‘経験を開発途 I:国で活かしてみませ

んか。ただいま、青年海外協力隊員を募集中です。 

トJ応募資格：20歳から39歳まて二の青年 

ト募集期間： 5 月31日（日）（願書締」;)j5 月31日） 

ト選考試験： 1 次／筆記試験（技術、英語、協

力隊員適性テスト） 

2 次／面接試験（個人面接、技術

面接）及び健康診断 

ト派遣期間：原則として 2 年間 

ト派遣職種：農林水産・力日工・保守操作・土木

建築・保イ建衛生・教育文化・スポーツの 7 部

門、彩J 150職種 

ト待 遇 等：現土也生活費、任国までの往復航空

運賃等、必要経費を事務局が負担します。 

ト現職参加】協力隊事務局では、現に企業や団

体に勤務している人が、有給休職などにより

協力隊に参加する場合、戸斤属先に対し、人件二

費の ・部を補填する制度を設けています。 

ト間い合せ先：青森県総務部青年海外協力隊事

務局 廿0177-22-1111 

ト募集説明会日程表 

開催場所 月 	日 曜 時間 会 場 案 内 

弘前市 5 月11日 月 18:30 
i 

20:30 

弘前文化セノタ 

I 階会議室 

ス
化
 

一
 

 

弘
弘
前
 
南
前
下
 
バ
文

車
 
セ
 

ノ
 
々

‘
 
 

青森市 4 月21日 火 
青森県観光物産館 
（アスバム） 

7 階小川原 

JR 青森駅ド車 

児童手当制度が改正されました。  (T懸夢小月1喜日ンよマり）・曹

三 1人目の子どもから支給されます。 
事 	項 改 	正 	前 改 	正 	後 

支 給 対 	象 第 	2 	子 以 降 ― → 第 	1 	子 	以 	降 

支 給 	期 	間 義 務 教 育 就 学 前 ― + 3 	歳 	未 	満 

支 給 金 額 

第 	1 	子 5.00〇円（月額） 

第 	2 	子 2,500円（月額） 一 → 5,000円（月額） 

第 3 子以降 5,000円（月額） ー → 10,000円（月額） 

一ただし、支給期間に関しては次のような経過措置があります一 

ト間し、合せ 市民課（内線 262) 

(第757号)広報ごしょがわら⑨ '0成 4年(1992年)4月15日

あなたの技術 ・経験 を開発途上国で活かしてみませ

んか。ただいま、 l守年海外協力隊員 を募集中です。

砂応募資格:20厳から 39歳までの苛年

砂募集期間: 5}J 3HH m  (願洋締切 5月 31日)

砂選考試験: 1次 / 乍 記 試 験 (技術 、 英 語 、 協

力隊員i車内テスト)

2次/而接試験(個人面接、

面接)及び健康診 断

砂派遣期間:原WJとして 2年 間

砂派 遣職 種: 段林 水産 ・加工 ・保守操作・上木

建 築 ・ 保 健 衛 生 - 教 育文 化・ スポーツの 7部

r"]、 高勺150取E手唱

砂待遇 等: 境地 斗三活費、任固までの往復航空

運賃等、必要経質を']1務局 が負fllします。

砂現職参加:協力隊 'r~務局では、現に企業や団

体 に勤務し ている 人 が、有給休l械 などにより

協力隊に参加す る場 合 、 所 属 先に対し、人件

費 の ー部を補出する制度を設け ています。

砂問い合せ先:庁森県総務部背年海外協力隊事

務局 宮 0177-22-1111

砂募集説明会 日程表

l 開催場所 |月 11 I 

青年海外協力隊募集J

J支侃1

I~口?J回技術講習会一一コ
青森県婦人就業援助セユ/

砂 応募資格 ワープロの操作方法の技術を押得

し就業に役立てたい財人で所定の 11科[こ，'1'，席

できる 45歳までの (<-'ft人

砂日時 6川 211- 7JJ1711までの2211問

午 前 9昨30分 ~ 午後 2"手30分

砂募集人員 20名

砂受講料無料 (教材質 3.000r'1)

砂会場 汗森県職業訓練短期大学校

(7].所川原市飯治)

惨持参するもの 乍記用只・昼食

砂 申込〆切 5 fJ 1511(剣

砂申込と問合せ先 汗森県知}人就業J変助センター

Iî.所川原，1，~t在所佐々木相談員 ft0173 -35-8898

(五所川原市働 く(<-'ft人 の家内)

児童手当制度が改正されま した。

事 I頁 改 正 ~'J 改 正 後

支 給 対 象 第 2 子 以 降 ト+ 第 子 以 降

支 給 期 間 義務教育就学 前 ト・ 3 歳 未 満

支 給 金 額

第 子 5.000円 (月額)

第 2 子 2.500円 (月額) 一卜・ 5，000円 (月額)

第 3子以降 5.000円 (月額) 一ト惨 10，000円 (月額)

=ただ し、支給期間に関し では次のような経過措置があります ー

平 成 3年 l月 2円以後 に生まれた 児 竜

第

2
子

以

降

1 子

[1(3利60年 4月 2円~昭和61年12月31円生まれの児童 一一砂 予成 3~Iニ 12 月 分まで支給

昭和62年 1n 111-1Ii'{利62年12月31円生まれの児童 ーー砂 5歳の誕生日の属す る月分ま で支給

昭和63年 1) I 1 Il -1Ii'{，ffl63'1二12月31日生まれの児童 ーー修 平成 4年12}I分まで支給

平成J亡年 1J-I 1 11-予Ij)(:]e年12Jl31円生まれの児童 ーー惨 4歳の誕生日の属す る月分まで支給

平成 2年 1}!1 H-予成 2年12}-j31 n生まれの児澄 ーー修 平成 5年12月分まで支給

'f-成 3年 1月 1日以後に生まれた児童 ーー惨 3裁の誕生日の属する月分まで支給

第

(内高泉 262)市民課惨問い合せ
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5月の健康センター相談日 

5月1日、8日、15日、22日、29日て三ーす。（毎週金曜日）。 

時間 午前10時から午後 3時まで。 

内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談に

応じますので、赤ちゃんからお年寄りまでお気

軽にご利用ください。 

r 乳幼児の健博診・ 
＞場所 市保健センター 

＞受付時間 12 」 30-12 】 45まて子 

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3 

歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持参く

ださい。転入者の方、不明な点はご連絡ください。 

※注意 （I)6カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽糸田胞腫（小児がん）の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 7 カ

月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

③今I亘］、健診を受けられない方は次［亘］におい

でください。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H
1
 
4

日
”
 
年
生
 

＋
よ
 

れ
  

5月12日（火） 健康診査 

6 カ月児 
H3年 
10月生まれ 

5月19日（火） 健康相談 

1 歳児 
H3年 
4 月生まれ 

5 月25日（月） 健康相談 

1 歳 
6 カ月児 

H1
1
 
2

日
”
 
年

生
 

＋
よ
 

れ
  

5月26日（火） 健康診査 

3 歳児 H
1
 

元月
 
年
生
 

士
小
 

れ
  

5月21日（木） 健康診査 

ベットの処置、どうしていますか 
最近、死んたごペットを、山林や、河川敷へ捨

てる、不法投棄が目立ンっています。 

死んだペッ トは原則として一般自勺なゴミあつ

かいとなりますので適正な処,置を行い、不法投

棄はしないようにしてくオビさい。 

もし処置に困った場合は保健環境課（内線269 

番）へお問い合せください。 

子宮がん・乳がんの 
個別検診を受けましょうノ 
これまで子乍『がん検診のみ

であった個別検診が、今年度

より乳がん検診も受診できる

ようになりました。 

この子宮がん、寧は〕てん検診

は、集団か個別の、どちらか

を、年に1回だけ受診できま

す。 都合で、集団検診を受け

られない方は個別検診を受け

てください。 

〇対象者 市内に居住する30 
歳以上の女性。 

〇実施期間 随時実施してい

ます。 

〇申し込み受付 市の指定す

る産婦人科・の窓口で申し込み

と同時に受診一してください。 

な才そう、 子宮がん、 乳がんのい

ずれか単独でも受診できます。 

ン半斗 金 

子宮がん 乳がん 

五所川原市国民健康保険加入者 

70歳以上の方 

生活保護世帯→福祉事務所より証明書が必要

市民税非課税世帯→税務課より証明書が必要 

無 料 

'I 

I, 

I, 

400円

無 料 

ガ 

万 

上記以外の方 1,000円 400円 

）持参するもの 健康保険証 

＞市指定医療機関 

川村産婦人科医院 吉田産婦人科医院 

斎藤産婦人科医院 森 田 診 療 所 

犬の集合登録と狂犬病予防 
注射の実施場所について 

4 月 1 日号に掲載しました日程表にはスペー 

スの関係で市内全町名を記載できませんでした

ので、 日程表の町内に、一番近い実施場所にお

いでくださるようお願いいたします。 

4月 1日より 
スパイクタイヤは使用禁止 

（違反者は10万円の罰金） 

●大型車は平成5年より適用 

●廃タイヤは、持ち込みに限り下記方で無料受付 

（小型車のみ） ト連絡先 西北温泉 ft34-3067 
一廃タイヤの不法投棄はやめましよう＝一 

津軽鉄道ーワンマン力ー運転（4月 1 日実施） 

平成 4年(1992年)4月15日 広報ごしょがわら (第757号)ゆ

;ほけんだより 市役所 35-2111;

保健環境課 (内線268・272)

15月の健康センター相談日|
5月 1目、 8目、 15目、 22目、 29日です。(毎週金曜日)。

時間 午前10時から午後 3時まで。

内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談に

応じますので、赤ちゃんからお年:寄りまでお気

軽にご利用ください。

|乳幼児の健康診査 |
じ〉場所 市保健センター

じ〉受付時間 12 : 30~12 : 45まで

じ〉持参す るもの 母子健康手帳、パスタオノレ。3

歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持参く

ださい。転入者の方、不明な点はご連絡ください。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫(小児がん)の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。 (6ヵ月、 7ヵ

月J尼にF艮る。)

②病気療養中 (特に伝染性の病気) のお子さ

んはご遠慮ください。

③今回、 健 診を受けられない万は次回におい

でください。

月 メT泊3、 対象児 期 日 内容

3ヵ月児 H4 年生
1月まれ

5月12口(火) 健康診査

6ヵ月児
H3年 5月19日(火) 健康相談10月生まれ

1歳児
H3年 5月25日(月) 健康相談
4月生まれ

1歳 H2 年生 5月26日(火) 健康診査
6ヵ月児 11月まれ

3歳児 H一年生1フ月E まれ 5月21日(木) 健康診査

ペットの処置、どうしていますか
f最近、死んだベッ トを、山林や.河川敷へ捨

てる、不法投棄が目立っています。

死んだベッ トは原則として一般的なゴミあっ

かいとなりますので適正な処世を行い、不法投

楽はしないようにしてください。

もし処trlに困った場合は保健環境線(内線269
苦手) へお問レ、合せください。

子宮がん・ 乳がんの
個別検診を受けましょう/
これまで子宮が人ノ検診のみ

で あ っ た 個別検診が、今年度

より 乳がん検 診も 受 診 で き る

ようになりました。

この 子宮 がん 、乳 がん 横診

は、 集 団 か 個 別 の 、 ど ち ら か

を、 年に 1固だけ受診できま

す。都合で、集同検診を受け

られない方は個別検診を受け

てください。

0対象者 市内 に 居 住 す る30
歳以上の女性。

0実施期間 随 時 実 施 し て い

ま す。

0申し込 み受 付 市の指定す

る 産 婦 人 科 の 窓 口 で 申 し 込 み

と同時に受診.してください。

なお、子宮がん、乳がんのい

ずれか単独でも受診できます。

仁〉料金

一一一一一一一-
五所川原市国民健康保険加入者

70歳以上の方

生活保護世帯→福祉事務所より証明書が必要

市民税非課税世帯→税務課より証明書が必要

上記以外の方

じ〉持 参 す るもの 健康保険証

c>市指定 医療機関

子宮がん 乳がん

無料 400円

J/ 無 料

J/ J/ 

J/ J/ 

1，000円 400円

川 村 産 婦 人 科 医 院 | 吉田産婦人科医院

斎藤産婦人科医院|森田診療所

犬の集合登録と狂犬病予防
注射の実施場所について

4月 1日号に掲載しました日程表にはスペー

スの関係で市内全町名を記載できませんでした

ので、日程表の町 内に、 一 番近 い実 施場 所に お

いでくださるようお願いいたします。

4月1日より
スパイクタイヤは使用禁止

(違反者は10万円の罰金)

・大型車は平成5年より適用

・廃タイヤl立、持ち込みに限り下記方で無料受付

(小型車のみ) ~連絡先西北混泉 信34-3067

=廃タイヤの不法投棄はやめましょう=

津軽鉄道一 ワンマン力一運転 (4月 1日実施)
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